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はじめに 

本報告書は、ニューファクトリーひさい工業団地の造成にあたり「ニューライフファクトリー整

備事業に係る環境影響評価書」（以下、「評価書」という。）に記載した「事後調査計画」に従い、

供用後に行うとした水質、植物、動物の各調査について記載したものである。 

なお、調査及びとりまとめは、株式会社西日本技術コンサルタント（代表者：丸田 茂彦、住

所：滋賀県草津市矢橋町 649 番地）が行った。 
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１. 事業の概要 

１－１ 事業者の氏名及び住所 

氏名：津市 

住所：三重県津市西丸之内 23 番 1 号 

１－２ 指定事業の名称、実施場所及び規模等 

名  称：ニューライフファクトリー整備事業 

実施場所：津市戸木町及び森町 

規  模：開発面積 94.52ha 

１－３ 事業の進捗状況 

平成 22 年 3 月現在の事業の進捗状況は、次のとおりである。 

・第 1期事業実施区域：供用後 9年目（4区画で操業中） 

・第 2期事業実施区域：供用後 7年目（1区画で操業中） 

 

 

２. 本調査の位置付け 
 本調査は、表 2-1 に示したとおり、第 1期事業実施区域については供用後（9年目）

の調査、第 2期事業実施区域については供用後（7年目）の調査である。 







4 

 

図 3-1 水質調査地点 
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３－５ 調査結果 

 現時点の調査結果は表 3-3 に示すとおりであり、ｐＨが 7.2～7.9、ＢＯＤが定量下

限未満～1.7mg-0/L、ＣＯＤが 1.6～2.8mg-0/L、全窒素が 0.71～1.4mg-N/L、全りんが

0.015～0.029mg-P/L の範囲であった。 

また、全シアン等の健康項目では、ほう素が 0.08mg/L、硝酸性及び亜硝酸性窒素が

0.65mg/L であった以外は全て定量下限未満であった。 

これらの項目のうち、評価書で小戸木橋における年平均値が予測された項目（ＢＯ

Ｄ、ＣＯＤ、全窒素、全リン）についてみると、全て予測値と同程度、あるいは予測

値を下回る結果であった。 

採水時の状況等は資料編の写真に示す。 








